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温泉のフッ素含有量ご斑状歯ならびに甲状腺腫の関係
吉岡温泉地帯畢童についての考察
岡 山 大 学 塩 泉 研 究 所 内 科
医 学 士 音
挿 盲
斑状歯または鍵状境郷質とは,歯牙梅郷質
の地方病性形成不全で あって,既 に1888年
Ktihrtsl).1901年ijlJaoUer2)による報告があった
が,1916年別ack良 MckF.y3)によE)はじめて
独立疾患として報告された.1983年に到 り
Smith4)は斑状歯流行地帯の飲料水中に於け
るフッ素の濃度が特に高いことを認め,その
後多数の調奄ならびに実験によD,斑状歯と
フッ素との因果関係が確認されるに到った.
我国に於いては192S牢富取5)の報告以来,北
海道よE)鹿見島県にいたる1道,1都,2府,2
1県にわた少,妾として中部,近畿,中国,四
国,九州地方に斑状歯流行地帯が報告せられ
ているが,分析によD飲料水中のフツ索との
関係が明らかにせられているのは,兵庫県6,7,'
和歌山県81,度兄島県9),涼都府7),滋賀県7㌧
奈良県71,愛媛県22),鳥取県川11-121等,敷
地帝に過ぎない.
一方,飲料水中のフッ素と甲状腺隆の関係
●
につも,lては,地方病性甲状腺腫地帯の或るも
のに於いては,飲料水中のフッ素の濃度が高
いことが夙に塊唱せられているが,我国に於
いてはこれに関する報告は見受けない.
また斑状歯と甲状腺隆の関係については,
1941年 Wilt.iOnによE)インド西北部,及びイ
-/グ ラ-/ド西南部の各一部にその共存が報告
せられているが,我国に於いては最近,中
村131が四囲に於ける地方病性甲状腺陸の研究
田 作 衛
に於いて,班E状歯と甲状悦隆は併行して出現
し,かつ,飲料水中のフッ素量と相関を示す
と報告しているほか,報告は見受けない.
筆者は昭和23年以束,別個の目的で鳥取県
中部地方の甲状腺隆の調査研究に従事して衆
たのであるが,昭和123年,長田14㌧安田等10),
田中11によE)著明な斑状歯地帯として報告さ
れた鳥取県東高郡吉岡温泉地帯の学童につい
て褒状菌ならびに甲状腺随を調査研究する機
会を得,飲料水中のフッ素量との比較考察を
行い,前記の中村のそれといささか異る成績
を得たので,ここにその大要を報普する.
調 査 対 象
鳥取市の西方約 10kmに在D,湖山池の東
南に任し,単純泉である吉岡温泉の湧出する
鳥取県東高郡吉岡村とそれに南隣する大郷村
の学童を調査対.象とした.被検音数を表示す
れば第1表の如くで級数421名である.調査は
昭和25年u月9日に実施した.
第 1表 頻妖歯一覧表
村l学童区分r ;免 状 歯 皮
名,(り)佃(2)I(3胸,L(･5):(6)～)(8ノl
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調 査 方 法
I.甲状腺睦
甲状択捉の調香方法として用いる甲状腺性
大慶の分類基準は,諸家によD種々の方法が
あるが,筆者はさきに鳥取蹴中部地方の甲状
幌睦の調杏15)に於いて用いた次の如き分類記
載法によった.
0度: いかなる頚位に於いても甲状腺を硯
診上にも触診上にも認められないも
の
1度 :尋常の頚位に於いて甲肌晩を視診上
認められないが触知できるもの
Ⅰ慶:尋常の頚位に於いて軽度に陸脹した
甲状腺を硯診上認められるもの (勿
論,触知できる.このことはl度以
上の段階に於いては共通である.)
甘皮:甲状晩の形態が首に輪をはめたよう
に著明に膨隆して見えるもの
Ⅳ慶:甲状腺が捜癖状に著しく前方に突出
して見えるもの
V度:甲状瞳が宜大で懸垂状を呈するもの
2.醸 状 歯
舞状菌の調査方法として用いる斑状歯慶の
分類基準も諸家によE)種々の方法があるが,
筆者は岡山大学歯科今川に従って次の如き分
類記載法によった.
0度:歯牙に舞状歯性変化の認められない
もの
1度 :歯冠に斑状,帯状,乃至,線状にチ
ョーク様撃化を皇するもの
2度:垂歯冠に.わたE)黄'褐'乃至'黒色
に着染を認められるもの
3度: さらに歯牙の実質鉄損を伴うもの
4度: さらに歯牙の著しい発育不全を伴う
もの
作 衛
而して稔合判定は,金歯を前歯,小臼歯,
大臼歯の8部分に分け,片顎に於けるそれら
各部の慶を加え合せたものを斑状歯度 とし
た.
調 査 成 績
1.爽秋歯
1) 重体についての成績
紋席者と著明な乳歯交換期にある′ト学 2年
生の一部ならびに′ト学 1年生合計約70名を除
いた吉岡村小学生,同新制中学生,同小学生
新制中学生合計,大郷村新制中学生別に斑状
歯慶を示せば第 1表の如くである･
斑状歯率は全学童では･51･8%であり,吉岡
村中畢生が最高で61･1%,次いで大郷村新制
中学生でipq.7%,最低が吉岡村新制中学生で
39.7%である.t',づれも斑状歯皮の高くなる
に従って率は低下の傾向を示し,最高麗状歯
慶は川度まで認められた.
2) 性 別 成 績
第-表に示す如く,渓E状曲率は女が男より
大であるが,増山16)に従って推計学的検定を
行うに,男女の斑状歯率の問に有意差は認め
られない.
8) 年令別成績
第2表に示す如くである
夢 2表 年令別舞状歯
Tt-Ilコ
岡
柿
天
郷
村
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塊状歯率最高は吉岡村学童では7才代でI,】.
･5%,最低は12才代で37.2%であり,大郷村新
制中学生では最高は13才代で51.6%,次いで
14才代で50%,長政は12才代で37.1%であ
る･個 の々年令の高低と斑状歯率の高低との
問に一定の増減関係を認め難い･しかし吉岡
村について′ト学生 (7才代- 11才代)と新制
中学生 (12才代-14才代)に区分して比較す
れば,第 】表に示した如く小学生の斑状歯率
61･1%は新制中学生の39.7%より大であE),
更に性別に於いても男では′ト学生lI,0.2%,新
制中学生36.4%,女では′ト学生64･3%,新制
中学生12.4%で,tlゴれに於いても小学生は
新制中学生よE)斑状歯率が大であD,これら
は危険率それぞれ凡そ0.0003,0･0067,0･00
46で有意差が認められる.
4) 部落別成績
第3表に示す如くである･
第3表 部落那班状歯
相棒 落 僅罷義博凱讐
即ち吉岡付学童では霧状薗率最高は吉岡部
落で75.2%,次いで矢頓の41.7%,瀬田蔵の
67
38･･5%,妙徳寺の37･9%,長柄の33.3%,谷
山の33･3%,双六原の20･8%,最低は洞谷で
11･1%である･小学生では斑状歯率最高はや
はb吉岡部落で3211%,次いで新田蔵,失矯,
妙徳寺,双六夙 谷山,長柄,最低はやはE)潤
谷で 12･5% であE),新制中学生では鐘状歯
率最高はやはり富岡部落で61.8%,次いで長
柄,失橋,妙徳寺,谷山,洞得,双六原,最低
は瀬田蔵で0%である.
大郷村新制中学生では斑状歯率最高は桧原
部落で77.8プ6,次いで六反田のI)7･1%,大畑
の50%,芋川の･5O%,接見の50,0∠,金樺の40
形,最低は稲井で18.2%である.
5) 飲料水別成績
第4蓑に示す如くである.
第4表 飲料水耶国状歯
村 l飲 料 水
即ち書岡村学童では斑状歯率最高は温泉水
飲用者で91.]%,次いで井水と温泉水兼用者
のSO･8%,井水飲用者の47%,(都市)水避水
と流水兼用者の33･3%,(都市)水道水と井水
兼用者の2,-･%,流水飲用者の24.4%,最低は
井水と流水兼用者で 16･7% である･ここに
(都市)水道水とは転入者が転入前飲用して
いたものである.小学生では#E状菌率最高は
68 菅 田
温泉水飲用者で 100%,次いで井水と温泉水
兼用者,井水飲用者,流水飲用者,最低は井
水と流水兼用者で0%であり,新制中学生で
は斑状商卒最高は井水と~塩泉水兼用者で81･8
%,次いで温泉水飲用者,井水飲用者,井水
と流水兼用者,(都市)水道水と流水乗用者,
(都市)水道水と井水薬用者,最低は流水飲用
者でr3%である･
大郷村新制中学生では襲E状薗率最高は-jl-･水
と水道水象用者で･El･3.S%,次いで井水飲用者
の42.1%,井水と流水粂間者の25%,最低は
流水飲用者で22,2%である.ここに水道水
とは昭和23年村営で設置したものである･
6) 転入者と土着音別成績
出生後他の市町村から韓任して来た もの
(以下,樽入着と称する)と出生以殊現在地
に居住しているもの(以下･土着者と称する)
別に示せば第 5表の如くである･
第5表 韓入土着別班状歯
村 恒脂 分昔軽量憎 嘉J
転入者稔数33名の現在地在任期間は,1箇
月が】名,3箇月が1名,10箇月がl名のほかは
2年以上8年以下である.この内,1箇月の1名
(井水飲用者),10箇月の1名は既に斑状歯1
度が認められた･
斑状歯率は土着者では52･23g,転入者では
4418%で,土着者が挿入者より高率であ少,
また音岡村小学生,同新制中学生,大郷村新
制申畢生いづれに於いても土着者が博入者よ
作 循
り高率であるが,しかしいづれに於いても推
計学的に有意差は認められない･
2.甲 状 晩 腰
1) 全体についての成績
吉岡村小学生,同新制中学生,同小学生新
制中畢生合計,大郷柑新制中学生別に甲状瞳
隠大慶を示せば第6表の如くである･
第6表 甲状昧隠一覧表
註･東伯郡内9箇町村q)内欝は上郷村,宇野相
接津村,三徳相,橋津村,浦安町,小鬼村
上中山村,中北偉材
甲状隠触知率 り庭以上のものの率に相当)
は吉岡村新制中学生に最高で34=･8%,次いで
大郷村新制中学生の80.4%で,最低は書岡村
/J､学生で75%である,いづれもⅠ慶が最も高
率で,風塵は吉岡村新制中学生,大郷村新制
中学生に各 l名認められただけであり,Ⅳ度
以上の高度のものは認められない･
2) 性 別 成 績
第7表に示す如くである･
いづれも甲状隠触知率は女が男よE)大であ
め,大郷村新制中学生を除いては,書岡村小
汲泉のフッ素含有量 と盛耽歯ならぴ1二甲状腺腰の関係
第7表 性別甲状陳珪
学生,同新制中畢生,同小学生新制中学生合
計に於いて,それぞれ危険率凡そ0･OOl',polo
016,0.00001で有意差が認められる･
3) 年 令別 成績
年令の高低と甲状腺触軸率の高低との間に
は一定の関係を認め難い如くである･しかし
昔岡村学童に於いて小学生 (7才代-11才代)
と新制中学生 (】2才代一14才代)に区分すれ
ば,第 6表に示した如く,･新;IL･1中学生の甲状
腺隅知率84.3%は小畢生の75%よ り大 で あ
わ,これは危険率0,0336で有意差が認められ
る.更に性別に於いても第7表に示した如く,
男では新制中学生72･7%,′ト畢生66･4%,女
では新制中学生93･9%,小学生84･7%で,い
づれも新制中学生は小学生よD甲状腺燭知率
は大である･即ち斑状蔭に於いてみられたの
と逆の関係にある･但しこれらの差は有意と
はいえない程度であった.
4) 部 薪 別 成 績
第･表に示す如くである･
書岡村学童では甲状腺閣知率最高は双六原
部落で91.7%,次いで吉岡の82%,谷山の76.2
%,失聴の75%,長柄の7i･1%,洞谷の72.2
形,妙徳寺の69%,最低は潮田蔵でGTl.{'%で
第只表 部落別甲状瞳腫
甲状腺腫慶
(O)‖lH(Ⅱ)日皿
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ある.小学生では最高は双六原で90･9,%,次
いで吉岡,長柄,谷LJ,失額,洞谷,妙徳寺
最低は瀬田蔵で55･6%であD,新制中学生で
は最高は谷山で100%,次いで双六原,失軍,
吉岡,妙徳寺,長柄,洞谷,最低は瀬田蔵で
7･5%である･
大郷村新制中学生では最高は辛川部落で10
0クo',次いで金輝の84%,松原の8313%,稲井
のSl.S%,撞兄の75%,六反田の71･4%,最
低は大畑の(10%である･
5) 飲料水別成績
第!)表に示す如くである･
吉岡杓学童では甲状晩偶知率最高は(都前)
水道水と井水乗用者で 100%,次いで温泉水
飲料者の94.1%,井水と流水乗用者の83･3%,
井水飲料者の79.5%,井水と温泉水乗用者の
79.5%,(都市)水道水と流水乗用者の66.7%,
最低は流水飲用者で63.4%である.小学生で
は最高は温泉水飲用者で 9】･7形,次いで井
水と温泉水乗用者,井水飲用者,井水と流水
70
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乗用者,最低は流水飲用者で42.9%であE),
新制中学生では最高は温泉水飲用者.(都市)
水道水と井水乗用者,井水と流水乗用者の各
100%で,次いで井水飲用者,流水飲用者,
(都市)水道水と流水食用者,最低は井水と
温泉水乗用者で63.6%である.
第10表 飲 料 水 中 フ ツ
作 荷
大郷村新制中学生では最高は井水と流水乗
用者で100%,次いで流水飲用者の88.9%,井
●
水と水清水乗用者の84, 6%∫最低は井水飲
用者で75･5%である.
6) 樽入着と土着者別成績
甲状腺触知奉は土着者で79.4%,挿入者で
73.7%で土着者が樽入着よE)やや高 率 で あ
り,書岡村小学生を除いて,吉岡村新制中学
生,大郷村新制中学生に於いても同様に土着
者が転入者より高率である.しかし,いゴ汁
に於いても推計学的に有意差は認 め られ な
tヽ.
考 操
斑状歯は北米ロッキー山地帯の住民に発見
されて以来,地理的にはしばしば山脈地帯の
谷川の流域,鉱山,炭坑,温泉,鉱泉地帝に
群生的に発生することが認められ,地質と密
素 量 (田中,安田等による)
証,フッ素定量はアル ミ-サム･-マトキシサ-/法による
塩泉のフグ素含有量 ミ免状歯ならびに甲欺腺腫の閑停
第2好 書画附近姥管財
(/tg虜 私 通 にi-ち)
? ? ?
???? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?〜 ? ? ?
? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
?
? ?? ? ?? ?
???
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
A ニ沖 積 層
Tl :第 三 紀 層
T2 :≡ tTロ安 山岩類
T! :尾崎粗面岩
T4 :鷲峰山毛寒山安山岩類
ち :花 尚 岩 類
P :石英閃繰粉岩類
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接な関係があることも論ぜられているが,育
岡温泉地帯は地理的には谷川の流域 であり,
その地質は津屋打′によれば第2図に示す 如く
であり,小林18-によれば吉岡温泉附近は主と
して花旨さ岩から成り,その上を砂岩,頁岩が
被うており,花嵐岩には熱水作用を受けて変
質しているところがあるという･
吉岡温泉地苛の飲料水中のフッ素含有量に
ついては,既にn仲 1い,安田等10)の報告があ
り第10表に略記する如くである･当研究所に
於いて測定した成績は,芦揮 19)によれば節】1
表の如 くで,m中,安rTI等の測定成績とほぼ
同様である.
第11表 飲料水中フッ素量 (芦樺による)
被 槍 飲 料 水 lフッ素量(mg/JJ
富 岡村富岡温泉 A
/ 〝 ,v B
,V .V /v C
/! 富岡井戸 A
,V .v I.V B
ク ,V /v C
/ / .q D ?
?
?
? ?
?
???
? ?
? ? ?
?
?
?? ?
大郷 村金浮井戸 A
′ 捺原井戸 A
,V /V / B
I:v o 水道
?? ?
??????
失速村関金温泉珠の湯
浜村町浜村温泉 A-C
,V /v Jy DIP
0.5
2.0-.F;.0
三朝村三朝温泉 A-K
JQ/ ･:r井戸A-D
JV 山田 u A-B
I.5ltS.0
0.0010.01
0.01-0.0.5
倉 吉●町 井 戸A-B
智 頭 町 JV A-E 0.00
証,フッ素定量は温泉水についてはジルコニ
ウム･ア7)ザ 1)-/･スル フオナート泣,
その他についてはアルミニウム･へマト
キシ 7)ン法による
作 布
襲示の如 く測定飲料水 110箇所の内,吉岡
温泉の全箇所,柊原部落井水5箇所,六反田
部孫井水l箇所,金津部落井水8箇所には1pp
m以上･r'ppm以下の高濃度のフッ素が認 めら
れる.これと既述の匪状商卒 (第3表,第1表)
と対比すれば,高濃度のフッ素含有飲料水飲
用学童に舞状歯の発生が高率であり,かつ高
度のものがみられる事実は首肯せざるを得な
い.しかし他面,∩.5ppm以下,殊に∩.lPPm以
下の低濃度のフッ素含有飲料水飲用学童に於
いても,低率,かつ軽度ながらも斑状歯の発
生が認められ,諸家の如く斑状歯発生限界を
lPPm,或な O.･5ppm以上となす詮にはにわか
に賛同し難いものがある･この点に関しては
田中1日も同様の事実を指摘しており,また加
来21)の如 くフッ素との関係を否定し,乳歯歯
根開園炎を斑状歯の原因とするもの,佐群01
の如く,フッ素に加うるに各種軸壊塩類の量
的関係及び体質的関係を説 くもの等,異論も
見受けられる.ともか く鍵状歯発生限界が0･5
ppmよQ)低濃度に在るか,或は個体の感受性
その他の園子の介在によるか,今ここに断定
は出来ないが,両者共可能性があると考えら
れる.
飲料水中フッ素含有量と甲状腺腫の関係に
ついては,既述の甲状吸塵大慶 (弟8表,第9
衣)と飲料水中フッ素含有量とを対比すれば,
高濃度のフッ素含有飲料水飲用学童に必ずし
も甲状腺腫が高率,かつ高度であるとは認め
られない.また同時期に調杏を実施した斑状
歯存在の報膏を見ない鳥取県東伯郡内9-^B-河
村学童の甲状腺隆大慶は,第6表に示す如 く
で,これと吉岡村畢董ならびに大郷村新制中
学生のそれとを対比するに,甲状腺触知率に
於いてむしろ前者の方が高率である･ただし
泡泉のフグ菜含有量 と免状歯な らが'に甲捌 泉腰の関係
両者間に有意差は認められない.これを要す -
るに中村が四囲の甲状腺腫地帯の学童に於い
て認めた如き,飲料水中フッ素量と甲状瞳塵
の間の相関は,吉岡湿泉地帯学童に於いては
認められない･この点の理由に関しては,_千
田等7)によれば飲料水中フッ素含有量が軽度
の斑状歯を発生する程度 (1乃至 2ppm程度)
では学童の全身発育はむしろ良好であり,よ
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り以上の濃度では却って発育抑制が認められ
るというが如き,フッ素の濃度の関係も考え
られるが,甲状瞳魔の発生は他の幾多の因子
によD左右される事実がよb以上考慮に入れ
られねばならないであろう.
苦妊状歯と甲状瞳隆との出現の併行的関係に
ついては,垂学童,吉岡付学童,大郷村新制
中学生,及び鍵状商卒最高である富岡温泉水
第 12表 斑状歯と甲状腺腫の出現関係の検定
書岡村大郷村全学董合計
204179I計 36129i311422421
Ⅹ2≒10.9i n-(6-1)(3-1)-10
.'.Fo-Ⅹ雪/n≒11091<tl
.'.priⅩ2/▲l>1.091)>0.05
.'.下 有 意
計 Z204i217J421
Ⅹ2≒0.1077
人Pr≒0.3715>0.05
.'.不育舌
大郷杓新制中学生
計 】50 142 192
Ⅹ2≒0.0222
.I.Pr≒0.441>0.05
.'.不有意
晋 岡 村 学 童
計 Zl･54L62129L24i2718313219
Ⅹ2≒5.65 tlz=(6-1)(3-D-10
人Fo-Ⅹ2/n≒0.565<F
.･.pl･くⅩ2/n>0.565〉>0.0･5
人不有意
計 ･115当 17･51329
Ⅹ曾≒0.1158
.'.Pr≒0.367>O.05
∴不有意
吉岡温泉水飲用学童
計 】 1 116
Pr-1>0.05
.'.不有意
(Fisherの直接確率計算津による)
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飲用学童の各についてⅩ2-試験によ り推計
学的に検定すると,第112表に示す如く免喚率
0.0･-,に於いても,中村が四国の甲状隠鹿地帯
の学童に於いて認めた如き併行的相調は有意
とは認められなかった.
飲円水,ことに温泉水の分析に於いては一
般にフッ素の定量は実施されていないが,過
泉水は常水に比して一般に塩類含有量が大で
あり,フッ素含有量も大であることが考えら
れる.当研究所の測定によれば,第11表に示
した如く,鳥取県に存在する関金温泉,三朝
温泉,浜村温泉等いづれも(I.5乃至8ppmのフ
ッ素を含有している.これらの温泉地の学童
に開し,従来斑状歯を認めた報告はない･し
かし筆者等は近 く調床を行う予定であるが,
今迄接した範弓削こ於いて斑状歯の存在を確認
している.
慢性フッ素中毒に於いては,ことに学令期
以下に於いては高度の斑状歯のほか,全身発
育抑制,造血機能障碍7)等が認め られ てお
D,音岡村′J､学生についても田中は高度の斑
状歯を有する学童が身長,体重,胸囲に於い
て劣ることを報告している･飽 田,Mc7I･ay
& Bl.1｡kの調香以来,褒状歯が麻蝕に対して
抵抗が強いことが認められ,フッ素の齢蝕抑
制効果が注目せられるに到り,既に0･5乃至
lPPm程度のフッ素の飲料水中に投入 とか,
フッ化物の歯牙塗布により,舞状歯の発生を
見ないで麻蝕予防に有効であることが認めら
れている･
このようにフッ素の影響は等閑視できない
ものがある以上,フッ素含有量大である飲料
水,ことに温泉水の常時飲用は,ことに学令
期以下にあっては相当の考慮が払われねばな
らないであろう.
仲 衛
結 論
島牧県気高郡吉岡村の小学生,新制中学生
329名,大郷村の新制中学生 92名について楚
歌歯ならびに甲状瞳塵を調香し,次の如き結
論を得た.
ll富岡村学童では舞状歯車53.2%,甲状晩
偶知率78･4%,大郷村新制中学生では舞状歯
車45･7%,甲状昧触知率80.4%である.
2･斑状歯は小学生では新制中畢生よ E)高
率であるが,性別,土着挿入別では有意差は
認められない.
3･甲状腺腫は新制中学生では小学生よE),
女では男よE)高率であるが,土着転入別では
有意差は認められない.
4･フッ素含有量が大である飲料水飲用学
童に斑状歯は高率,かつ高度であるが,フッ
素含有量′ト (0･lPPm以下Jである飲料水飲
用学童にも低率,かつ軽度であるが斑状歯が
認められた.
5･フッ素含有量が大である飲料水飲用学
童に甲状腺腫は必ずしも高率,かつ高度では
ない.
6･斑状歯と甲状瞳鹿との出現に有意な即
行的関係は認められない.
経に臨み,御懇篤な御指導ならびに御校閲
を頂いた恩師大畠教授に衷心よD感謝の意を
表し,また舞妖歯調蚕に多大の御協力を頂い
た岡山大学医学部今川数段,大竹助手,資料
の御提供を頂いた岡山大学放射能泉研究所芦
揮助手,鳥取鯨衛生部当事者,ならびに吉岡
小学校,湖南中学校各当事者,村民各位の御
好意に対し厚く感謝の意を表する･
(本論文の要旨は昭和25年6月5日,第15回日
本温泉気候学会絵会に於いて発表した･)
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RELATION BETWEEN THE MOTTLED TOOTH,STRUMA AND
FLUORINE CONTENT OF DRINKING WATER
INVF.SITGATION ON BOYSAND GIRLS
LIVIING IN YOSIOlくA HOT SPRILNG AND ITS VICINnY,
TOTTORIPREFECTURE,JAPAN
BY'
SaktleONDA
Inordertor･tLldytherel･1tionbetWeerLthemottledtooth,strump･?･ndfl10rinecontentofdn'n-
kingw･lter,themlthorinve･7tiqF.tedtheteeth.1ndthyroidglt-･n血 ofschool-boy二.IEndgirlslivmg
inYor･.:okaHotSpringLn･nd its Vicinlty〉rlotoTiPl･e'ect-1Lle･Yo･:.iotaHL)tSpTirLglSaSimple
therma一withhighfluor王necontent(max･5mg.r)erliter)･
Theincidenceofthemot一edtoothvas51.5percentin,1.Verage.A closerelationr,hip wLl.S
ob･-ervedI)et､veenthemorbidityofthemot一edtoothp･nd highfluorinecontentofdrinking
water･Rlttheatlthornoticedp.I:10theOCCL1rrenCeOfthemotledtoothamongtheschool-children
livmginthere三ion･:wheretilefluorinecontentofdrinking､`aterprovedtobeevenlessthan
o･lppm"㍗.ndtheLl.uthoremph〔LSizesthel〕0血bilityofthecmlrkl.1factoi･:Otherthrmfluol･ine･
Thep(1･1pabilityofthyroidglpmd､,'1･S78.4percentinp･verage,htfloSlgnilicp･ntrelt･tion
Wasrecognizedbetweenthen,trLImP.andflt10rine.
Betweenthemotledtootha.ndstrumP.,norelP.tiorLWasProvedasslgrLificant,too.
